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本稿においても,同源形式の発見と音素対応通則の設定を通 じて, リス語 とその親近語,ど
ス語,アカ語,ビルマ語,そしてラフ (Lahu)語 との関係を解明する｡その手続として,前稿
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Ⅰ 母音音素の対応通則
ビス語,アカ語,中古ビルマ語の母音音素 (-Ⅴ)および 母音 と末尾子音の連続形式 (-VC)
の目録は,｢ビス語の系統(続)｣に おいて 提出した｡ここではリス語 および ラフ ･シ (Lahu
Shi)語,ラフ ･ナ (LahuNa)語の目録を掲げたい｡2)
この 3言語の単純母音音素は,つぎの体系をもっている｡
Lisu i- e- ze-y- α- uI- 首- a-･u- 0 10母音システム
LahuShi i- e- E- ち- a- u - 0 - 〇 8母音 システム
LahuNa 1- e- u - a- u - 0 6母音 システム
母音体系の類型からいうと, リス語は 41-4+2システム,ラフ ･シ語は 2+3+3シス
テム,ラフ ･ナ語は 3+2+1システムに属させることができるo
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Lisu an on un in ian uan
LahuShi an on 〇n en
LahuNa an on en
母音結合も,つぎの数種の形式に限られ, しかも鼻音化揖音と同様に,ほとんどが借用語に
認められる｡
Lisu ua ia ae ue
LahuShュ ae oe 〇e
LahuNa ae oe
これらの母音結合および鼻音化付音は,以下の比較研究にあたって,まった く役割を果たさ




以下,ビス語, アカ語,ビルマ語の -V および -VC形式が リス言吾,ラフ語の -V 形式と
いかに対応するかを 考察 し,その対応通則を設定 した05) 前稿 ｢ビス語の 系統(続)｣と照合す






"moon" hah-bah hah-pdh hahpah *-hla
Htohear" behdzahJah hah-ve kakah-1uJ *gra
Htongue" 1ah-tgh∝ hah-1ih hah-1ih *-hlva
Htoeatり dzah-?ah tsah一Ve tSah-1ul *dza-
そのほか,すでに掲げた同源形式のうち,この Ruleが適用される形態素として,∫)ぎの例
がある｡












Bisu Akha Bur･ Lisu Lahu(Shュ,Na)
Hsalt〃 ts5-mと :sadち tSha2 :tshah-bo x
"fish" ?aq一耶 :I)a一差a qa2 :r)u畠 頭
"tobeenough"は Lisu16h-?ah,LahuShip邑-1も,LahuNalae-1も のどとく,いずれも
Bur.1〇k-seに対応する異源語形式が用 いられているO ラフ (Shi,Na)語の "salt"は a-1主
であり,これも上掲例とは異源語形式である｡




"Ⅰ" r)ua 由h 由h
Htobebitter' khua-?ah khah-ve kh畠h-ah
Hflesh" jihxda 5-sah 6-sah
Htoseek' Ⅹuえー?ah tsah-ve tsah-1t∬








のに, リス語は,初頭音が 軟口蓋音 (k-),kh-,ロー,Ⅹ-である場合に,基本形式 -ahをすべ
て -uaに変えるというリス語特有の Ruleがはたらいたことになる｡この Ruleは Rule18
と補 う性格をもつために, Rule18bとする｡








ap丘h pとh bya2 *bya2
mah-ve p丘h-a mya2- *mya2-
tと-hah (ti16i) ta-rya *rya-6)
ts8-ve tsi-1ul kya3- *gla-









この *-yaおよび *-la の対応関係はつぎの表のごとく整理できて, リス語はビス語 ･アカ
語とラフ語のちょうど中間の位置にあることがわかる｡
BisuAkha BUT. Lisu Shi
i) 辛-ya -ia -ya -iah -e-a




















































(tsh喜一ve) tsada-1ul t邑hak-se *t菖hak-
m邑sih m6sih myakt菖i *myak-t菖i
このほか,つぎの形態素にも同じ Ruleが通用される｡
Lisu Bur
Hnavel' *khyak khj孟h-dbh : khyak
"to cook"*khyak- 菖ah-?ah khyak-se
"banana" *恒 〕ak- qa-ma-Sdi hgak p r〇
リス語における i)ii)の分裂は,何に起因するのか明瞭ではないが,あるいは共通形式の
相違,すなわち i)は -ak,ii)は -yak,-rakの反映であるとも考えられる｡その推測が当を
得ているならば "rat"の共通形式は *hwak,=branch"の共通形は *krak であったことにな
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る｡







? ? ? ? ?
?
Akha Bisu Lisヮ Lahu(Shi･Na)
-a -a -Ze -a
-ja -a -a -a
































"tobe light(notheavy)' Lisulbh-?ah Bisulaq2-se
















この対応関係 i)ii)をみると,Rule21には -ohが Rule24には -uhが対応する大勢に
ある｡しかし,ビス語とアカ語で Rule21が適用された "you"は リス語では nuhであり,
Rule24に属する "breast"は リス語では 7uh- とはならずに ?oh- となる｡したがって,こ
の二つの Rulesは リス語では厳密に弁別されていないことになる｡
また,Rule24"tobehigh"と "horse"は,いずれも リス語で muhではな く,moとな
って,Rule21の "tosee"と同じ母 音 を とっているO "tosee""tobehigh""horse"の形式
はつぎのような関係になる｡
Lisu Bisu Bur
"tosee" moh-?ah hmj和一耶 mraq-Se
Htobehigh〃 m0-7ah ?aローhm〇t) mrat]3-se<*mrwog
Hhorse" ?aI卜mbh ?ar)-m3t] mraり2<mrwoq 2
リス語 -O とビルマ語 -at]は 3単語を通 じて同形式であるのに対 して,ビス語は "tosee"
のみを別形式とする｡7)
なお,ここで *-an共通形式 と関連する対応関係を二つ追加したい｡その一 つは,さきに述





"toweigh" khje-員i-?ah :khyal〕3-se t菖at)一口E
いま一つは,さきに指摘 した Rule18(対応形 -a)に対する Rule18b(対応形-ua)と並
行する現象が共通形式 *-auに関しても認められる事実である｡
"song" Lisumbhgu去 :Bur･Sトkhyaり2





Hani mo33 m1133 mu21
Nyi ne44g0 33 m 41 m 55
Ahi nle44 m0 22 m 44
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形であるかどうかも明瞭ではないが,いちおう21,24の Subrulesとしてあげておきたい｡
Rule22 Bisu一つ:Akha-o :Bur.-wa<-woには Lisu-uh,-ahが対応する｡
Lisu Bisu Bur.
〃door ?ah-kh血h l的 k〇 tam kha2<*khwa
Htooth" sdlh-tshu sうphjと swo2>swa2
"rain" m山一Aah m軸 h5 muI-rWo>rwa
"rain"のリス語形には,上掲 Rule18 が適用されており,"door"と"tooth"の例からみ




Lisu Bisu Akha Bur.
"grass' mb m5-ka za-mo m rak<mrwak
〃ant' bbh-1oh x ?a-ho pa-rwak<*rwok
=togo out' dohlah-?ah x ?i-do一丘ul thwak-se< *thwok
これにあたるラフ語の対応形は, 一首-i一つとなって規則的ではない｡9)なお,前稿であげ
















?? ? ? ? ? ? ? ?
8) 邑&h (-je)-?ah は Bur.khriyhlam2"tostep"のあとの形態素に対応する.ビルマ語 hlam2
"tostep'は lam2…path"の動詞形である｡なお khriyは "f∞t"の意｡(cf･Rule44･p･34)
268
"grass" …ant" "togoout'
L卑huShi m音 pi苫う t5-e-ve
LahuNa rh pB苫6 t6-i-1tu
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24 *-wou ~つ｡ i
-uh
(-oh)








? ? ? ????











*-zet菖 *-ay *-uyl*-uy2 *-iyl*-iyZ *-i
/＼ ＼/ /＼
-1-tn -u -u1 -tn-1 -uI
リス語では,-i母音 と 一m 母音は,親近言語 との対応関係か らみると,初子音の性格で補
い合 う関係になっているから,実際には,(2)には -u,そのほか (1)(3)(4)(5)には, すべて
-tu が,対応するとみな して差 し支えがない｡10)
Rule25 Bisu-u :Akha-tu:Bur.-記t菖>-at菖:Lisu-i,-uJ(LahuShi-7g,-i:Na-uI,-i)
Lisu Shi Na Bur.





1盆 tsu lak〇ts音 la-tsth t菖hatg
員ih-ma nih一ma si n卜maSl hnat邑
S血hdz血 S音ts孟 S血 tse sat圭一par)
tih～theh t台ima tima tat菖
リス語の -iは 蓋-氏-t-のあとに,-ulは S-,ts-のあとにあらわれて 相補関係を な して
いる. ラフ ･シ語は -75と -iが ,ラフ ･ナ語は -tn と -iが同じ関係にあるo
Rule26. Bisu-uI:Akha-tu :Bur.-ay:Lisu-u(Shi-i:Na-u,-tu)
Lisu Shi Na
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HstarH ku-za m舌hkih mthh-klhh
"tolaugh" na菖∝h-?ah がh-ve 紳 hJuI
リス語の Htolaugh"は *山一?ah菖eh-?ahから来源 しているので あろうか,他の2例 との
並行関係を重視すると,-uが主核母音であると考えられる｡
Rule27 Bisu-tH:Akha-u :BUT.-uy:Lisu-uI(Shi-i,一首-.Na -u)
Lisu Shi Na Bur.
"dog" kh血h phih ph血h khuy2
"gold" dz血h hruy
"feather" na∋ mlu I)am告h qamlilh muy2
"tochoose' sulh-?ah (1台-ve l血1u-ve) ruy2-se







































Lisu Sh呈 Na BUT.
"todie" 菖ih-u s首h-ve sulh-1tu siy















"rlre"mi2 には リス語は,異源語形式 ah-tdh(Shia-mi ,Naa-mi)が対応する｡
この諸系列は,上述のごとく, リス譜では共通形式 *-aet各,辛-uy,*一uy2,*-iy,*-iy2,*-iが
すべて合一 して一つの形式 -u (or-i)にまとまり,それが -*ay形式 と対立 している｡それ







Lisu Shi Na Bisu BUT.
"tobebig' ?tlh-?ah ?ihve ?血h-a ?aローhlil kri2-se
の共通形式 としてビス語形 とアカ譜形 (?a-h血)から *hiy22く kriy22を推定 したが, リス譜お
よびラフ語の対応形から考察すると,"tobebig"の Bisu-Akha-Lisu-Lahu共通形式は *ray



























〃cat" Shi nami kh〇e, Na mi-nと
りroot' shi 5t51-ih, Na s血首uL
Rule33 Bis1一首 :Akha一首 :Bur.?:Lisu-0, -7g(Lahu一〇)
Lis1 Sbi Na Bur.
"topull" 苫bht義h-?ah gっ-Ve 苫bh-1tu :run2-se
〟toshoot' bち-?ah b5-ve b 〔ト 1ul X




Lisu Shi Na Akha











式一つを対応 させるのに対 して,ビス語は,三つの形式 -ip,-et),-ulロに分裂 して対応すると
ころから,三つの通則35,36,37をたてた｡そして,チベ ット語の対応形を参考にして,35
には共通形式 *一記且を,36には *-2印 を,37には *一正nをそれぞれ設定 して,ビス語の対応形




















Lisu Sh呈 Na Bur.
"thread" tshtuh-za 紳 kheh 紳 kheh khraa
Htobefullけ bih-?ah bib-ve bib-1tu pra員.3-se
これらの対応例は多 くはないが,幸い リス語の対応形式は規則的ではっきりとしている｡こ
こでも -ih,-uJhが補い合 う関係に あるとすると,共通形式 *-ze昆*-zenは上述の -Zf:t蓋と
同じ変化をたどり,*-aeqのみがそれらと異なった形式をもったことになる｡ラフ語にどのよ
うな分裂条件がはたらいたのかわからないが,対応形式は統一一的ではない｡






































Lisu Shュ Na Bur.
PheJah ph8h-ve phT-ve phat
nth nb nT nat
khjeh t崇h芭h x tShat
hihla-?ah h正一ve hu-ha rap
tshulhai khihna khdlhnu phトnap
したがって Rule38は,実際には三つに分けて,
Bisu Akha Lisu Shi
Rule38a -E -e -u
38b 一己 -e -e






















では, 3例のうち Hchain'leI卜tS血 が漢語からの借用語 であり (銀子 lian-zi),"corner"
274 - 32-
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jih-1盆 は異源語形式であるほか,"thunderbolt"mtilhgdh には,規則形式 -uhが対応するO























Lisu Shュ Na Bur.
"todig" (坤h-?ah ＼/ ＼( tu2-se
りtowork" m5,hJah mu-se
Hheadり wddや ＼/ a-tt卜kd
"fry" 1y-?ah hu-ve fu-luI ソ
これらの単語に対応する ラフ語の多 くは 輿源形式であって (ex.Htodig"Shika-ve,Na
ko-1tu),リス語の -u,1,2形式が共通形式の相違を反映しているものかあるいは何 らかの条
件のもとに -u と -y に分裂 したかは,今の段階では明 らかにできない｡
アカ語で -O が対応する Htolook"と りtostir"には Rule41をたてたが,これに該当す
るリス語形式は見付からない｡
Hto lookM Lisut(嘉h一員i-?ahは,あとで述べるように チベ ット語形に近 く "tostir"は,






Lisu Sh呈 Na BUT.
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どとの並行を重視すると,*grupに対応する形式とできるかもわからない｡そのほか Lisu-α
が Bur.-upに対応する例が少数見出せる｡
utowrap" Lisu th&h-?ah Bur.thupISe
〃tosink" 1(王hje-?ah hmrup-se<hmlup-se
Rule43 Bisu-am :Akha一m :Bur.-am :Lisu-o
Lisu Shi Na BUT.
=iron" ho sub sub sam
"bear' woh-phah 首蝕 苫eh-pah wam
"floorM dzbh-mah kahphih vah-phih kram2
Rule44 Bisu-am :Akha-a:Bur.-am :Lisu -(王
Lisu Shi Na Bur.
〟tosmellけ n(芳h-?ah nGh-ve nGh-1uユ hnam2-se
〃hairり wdhtsh義h ts音kh主h ts血khとh t善ham
〃to凸y" vceh<bvceh pah-ve pyam 2-se
〃towalk" 喜αhje-?ah khriy hlam2-se
"bridge" gbhdzαh x x *dzam
Rule43と44は,アカ語の対応形が 一m であるか -aであるかにしたがって分かれた｡そ
れと並行して, 1)ス語は -O と -α の対応形式をあてる.〃tony'はアカ語形が わからず,
前稿では,Rlle43に入れたが,リス語の対応形からみると,Rule44に属するものと考えら
れる｡
Rule45 Bisu-um :Akha一m :Bur.-um :Lisu-(万
Lisu Ski Na
〟toclotheけ d(主h-?ah dもh-ve d台h-1u工 dum-se
"topileup' dceh一首uh 5phuh 6phh bum-se
〃topaymoney" j(もh-?ah z丘h-ve z色h-1m z1m2-
日mortarM tsh血hkhdh tSh丘h-ma tgheh-ma tshum
〃mortarMのみが tshdlh となるのは, この形態素に tshcbh>tsh血hの変化が起こったためで
あろう(cf.p.40)｡ リス語の形式を不明瞭にしている一つの原因は,この種の個別的な変化に
ある.〃tobewarm"Lisu1(モh-?ah:Bur.1um-seの対応は確実であるが, これに対応する
アカ語形は 16nであり,1rhとはならない. (Bisu語形 ?aO-1dm は規則対応形式)0
276 - 34-
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アカ語 ･ビルマ語形式 *dim とは同源語ではないo
Rule47 Bis1-u:Akha-uI.Bur.lip:Lisu-ih
Lisu Shi Na Bur.
"tosleep" jih-ta z首-V e Z血Ii-1ul yip>?ip
Rule43から Rule47 までは,共通形式 *-am,-um,-im,-ipに関する通則であった｡ リ
ス語は -am を,アカ語と並行 して -O と -α に分裂 し,-um には -ceを,-im には -iを,
-ipにも -iをそれぞれ対応させた｡さらに Rule38*-apに対する形 (-i)と,Rule42*-up









































-u -i 一首 Rule47
Bur.-uIに対応するビス語形式が -aw か -ut)かによって,Rule48と 49をたてたOこ
の2形式の分裂は,共通形式の初頭音が鼻音であるか否かの条件にしたがっていた. リス語は
その条件とは関係な く,Bur.-uI,Bisu-aw -uり,Akha一c に,-uh.-oh,-tHh,-ihの4形
式を対応させている｡
Rule48-49a
Lisu Shi Na Bur.
Htosteal" khdh-?ah kh5h-ve khbh-1ul khtH2-





















































x mu 2 kruI2
ビルマ語形 -tnに対応する形式は,上述のビス語,アカ語のほかに,マル (Maru)語の -Ou,
ラシ (Lashi)語の -aoのように,かなり多 くの同源形式をもっていて,規則的な対応関係を
示すのが普通である｡ リス語は,この点についてもやや例外的な性格をもっていて,原初の段
階では統一的に -uhであったのが,のちの段階で,一定の (ややあいまいな)条件の下に,
その一部が -ih,-ulhになり,別の一部が -ohに変わったものと考えられる｡ その変化はつ
ぎのどとく推定できる｡
earlierstage→ laterstage
khuh > khuh/khuh/ (afterk-kh一℃-7-)


























ts-tsh一首-,Nasalsのあと b' ul (rp-mill)
Rule50 Bisu-aw :Akha-o:Bur.-apは,一例 "needle"がつぎの対応を示していて,
Rule38の規則形 -iに対する例外形と認めなければならないOそれに対して,ラフ譜 -uは
規則形式である｡(cf.p.32)
Lisu Sh呈 Na Bur.
Hneedle" wdく首O a一首u 首u ?ap
アカ語に特有の母音 -¢は,それを含む多 くの形式がビルマ語の -iyまたは -ayに対応す
るために,ある環境で生まれた -uI母音の変形であるとみなした｡その変形には リス語 -iが
対応する｡
Rule51 Bisu-ug(?):Akha-¢･.Bur.-iy,-ay･.Lisu-i
Lisu Shi Na BUT.
"four" 1ih 511t 0-ma liy2
"tosit" 員ih-t畠h (m仁ve mtu-1ul) niy
"grandchild" lih 5-h〇一e ､ mliy2>mre2
"tochange"ph6h一首tuhは,アカ語 ?apho一触 のあとの形態素に対応し,"bow"10-pをh
はアカ語 t邑a?bとは異語幹形式である｡ しかし, この 10-はビルマ語 1au2-1iy2の 1at]2に
- 37- 279





Akha Lisu Shi Na BUT.
× 10-p音h x hah-ma laq2-
× × × -1iy2
khj益h kha kh孟 du2-1iy2
中古ビルマ語 -u一母音を含む音節には,-ukと -tnqがある｡ビス語は前者に 一〇,後者の
対応形は不明,アカ語では前者に -0,後者に -uが対応 したo Rule52,53に出した諸例 〃to
blow川Htobite"〃tolike"Hstomach"の 7)ス語形式は,いずれも Bisu,Akha,Bur.の -tuk,
-ult)形式とは異源語であって,この二つの Rulesは リス語にはまった くはたらかない｡
Rule54 Bisu一〇,一叩 :Akha-o :Bur.一〇:Lisu-oh,-uh
Lisu Shi ha Bur.
"waist" dz6h-1首h ts含hpe x ky〇2
日tocallけ khuh-?ah k心h-ve khbh-1tH khっ一Se
前稿において "tOCall'には, Bisu*khm-,Akhakhu-,Bur.kh〇一を推定 したが, リス
語形 khuh-?ahはアカ語形 khd-丘u と共通する形であり,ビルマ語形 kh〇一に対応する規則
形式と考えたい｡
Bur.-叩 :Bisu一叩 にアカ語の 一･onが対応するか -O があたるかによって,筆者は Rule
55と56を区別 した｡ リス語はこれに -y,または -uが対応するoこの -yは初頭音 d-に
つづ く環境の一部でおこった変形であろう.この仮定にたてば, リス語では Rule55,56 の
二つの通則は弁別する必要がな くなる｡
Rule55,56 Bisu -〇g:Akha-on,-o :Bur,-叩 :Lisu-y,-u
Lisu Shi Na Bur.
"wing' dテ-1盆 t5h-1a tbh-1a ?a-t叩
"tosell" Ⅴ心-?ah13) h5h-ve G8h-1ul r〇g2-se
"thousand" -tu x x -thつり
"hole" kh血 うーkhうh 6-kh6h a-kh〇が
りboat"LisltSuhlihは共通形式 hliyに対応 し,ビス語 ･アカ語の共通形式 1〇g2とは異

































Bur.一〇kには リス語で -oまたは -uの2形式が対応するが,後者は k-,dz一につづ くとき





以上に比較 した形態素は,すべてビルマ ･ロ口語系の代表的な形式をもっていた｡ しかし,





た｡一例 "tobenear"n音h-?ahが Bur.niy-seに対応 し,それと並行 して"tOuntie"phYh
一首ulhが Burlphriy-se(Bisuphth-1]t,Akhaphil-6ul)にあたるところから,-ち母音は,
本来 -ulであるべき形の変形とも考えられた｡























































(1) 〟head""fish""spoon"などに使う classifierにリス語 maがあるoビス語･アカ語･
ビルマ語では,これに対応する形はないが,ロ口語のつぎの形態素がそれにあたる｡
NyilolomcL44.Ahilolomo4`i` classifier" Lisu-a:Nyilolo-cL:Ahilol0 -0 も規則対応
である｡
Nyi Ahi Lisu





ZCLll ZO ll Zえh
ncL55PO 44 nO 44pO 44 nah-poh
(2) "tobebig"を意味するリス語 ?uh-?ahは,上述のごとく, ビス ･アカ語形 (および
ラフ語形)とともに共通形式 *rayく*krayに遡れたが (cf.p.29),リス語には,そのほかに
jihdamah という形がある｡この Imahは Bur.-ma3 にもあたるが,上の "classifier'ma
と並行 して,ロ口語の -mclによく対応するoNyilolo一mC133Ahilol0-m0 44"big".
L isu Nyi Ahi Akha Bur.
" tobeb ig" ?uh-ah Jaョ 11 首a21 jo-h血 (kri2) *ray<kray
"bigノ' -ma -m a -mo ､/ -ma -*ma
(3) Hback"を意 味するリス語 ka-kuは, ビス語 t的 kh的 アカ語 naxbn と対応 しな
いが,一見,ビルマ語形 ky〇または khy〇kkun2 にあたるように思われる｡しかし,つぎの
ロロ語形 NyilolokuI44:Ahilolok7g44 とリス語 ka-kuの対応が確実であると, このビル
マ語との対応関係は支持できない｡なぜなら,Lisu-uA.Nyilolo-u :Ahilolo-ち (BUT.-ul)
は,規則対応であって (cf.上掲 "tosteal","nine"了 t`ocry"etc.p.35-),そこで予想できる
ビルマ語形は *ku または *kytuであり,ky〇または khy〇kではないからである｡それゆえ
ka-kuはビルマ語形とは異語幹語であり,ロ口語 kuIに対応する形式であることがわかる｡
(4) 〃toturn"を意味するリス語 tsoh(-je)-?ahは B1r.hlaa3-se,Bisu p5j(-?畠)-uE,
Akhad2ime一月uIのいずれとも対応 しない｡ しかし,ラフ ･シ吉吾ts5h-ve,ラフ ･ナ語 tsbh
(-kae)-]uIと同源形式であり,ロ口語 Nyilolotpo44,Ahilolotpu44にも対応する｡Lisu-o
:Nyi-o :Ahi-u にはほかにも並行例があるから,リス語 tsoh-?ahの来 源 形 式 と して,
*tsat)を設定できる｡
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Lisu Nyi Ahi Blr.
〃tobelight'(notheavy) 16h-?ah lo 33 1u22 1at)2-se
〃tobedeaf" nahbah boll ? na2-pat)2-se
(5) "bamboo"を意味するリス語 mah-tshbhはビルマ語の wa2 とは対応せず,ロ口語の
mcL(NyilolomcL44,Ahilolomo44) に対応する.
"bamboo"には,*vaと *maの 2形式があって,つぎのように分布 している｡
Bur. Maru-Lashi Lahu Akha Lisu Lolo
*va wa2 W6 vA za-b6 × ×
*ma x x x x mah一 mq
(アカ語の b6は "tree,'ビス語はタイ語からの借用語を使う)O
(6) "morning'Lisunin盆hは Bur.Sつ,Akha心一菖6,Lahl-S5の共通形式 S〇 とは対応
せず,Nyilolone22,Ahilolonie44に対応する｡ Lislユ-記:Nyi-e:Ahi-ieはつぎの例に
見 られるように規則対応である｡
Lisu Nyi Ahi BUT.
"pig" ?ah-V畠 ve22 Vle44 Wak
Hhand" 1盆 ph益h le22 1ie44 1ak
〃1eaf" S血hph盆 phe22 phie44 Phak
〃tobesharp" th義一?ah the44 thie44 thak-se
リス語 とロ口語が互いに近い形式をもっていても,これは当然である｡そして,この両言語
の対応関係が リス語の変化をあとづける推論を支持することも当然あり得るoその例をいま一
つ出してみよう｡ リス語 りtospeak"khjch-?ahは,ビルマ語 t菖htLI-Seに対 応 す る｡一方
"tosay"be-?ahは,ビルマ語 pwak-se"toutter"にあたるように思われるけれども,Lisu








Lisu Lolo Bur. Akha Bisu
*tosay' be-?ah<*b記 be44 pWak-se (画一丘u) ×
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Htospeak" khj(王h-?ah ＼･/ t菖htn-se























この点で リス語をとらえてみるならば, すべて m-で対応するアカ語, ラフ語, ビルマ吉吾
に, リス語は,やはりより近いことになる｡
中国雲両省からビルマの北方にかけて分布するマル語,ラシ語の中にも, リス語のいわゆる







味での linklanguageの役割を果たしていると言える｡この リス語の性格が極端に あらわれ
るのが,その異源語がチベ ット語に対応する場合である｡
15) my->nrの変化は,チベット語にもおこっている｡
Wr.Tibetan Lhasa Sigatse Chamdo
"insane" smyon-pa np¢nLpa1 np¢n1-pal np¢nLpal
"toexperience" myong npug3 npog3 npog3






































リス語 tsuh-1Ihは,チベ ット語形 gruとビルマ語形 hliyの結合から出来ており,ビルマ･
ロ口語系の中で, リス語のみがチベット語との共通形式を保存していることになる｡















?? ? ? ?
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(3) "star"を意味するビルマ ･ロロ共通形は *grayである｡
Bur. Maru Lashi Akla Bisu LahuShュ LahuNa
*gray kray kyi kyi ?a-gul ?山一klil mをh-kih m血h-kthh
チベ ット語には,skar-ma"star"と gzab"planet"があり,この Skar-maが上述の gray
と同源形式であると考えられる｡ リス語 ku-zaは,ビルマ語形とチベット語形の結合から出
来ていて,ku-は *grayに,zaは gzabに対応する,
この単語構成法は Nyilolo語形 tq記 33ZCLll(AhilolotFa44ZO21)とも一致していて,Nyilolo
の tq記 33が *gray,Lisu ku一に対応し,ZCLllが *gzah,Lisuzaに対応する｡
(4) 〃toarrive'リス語 p色h(-je)-?ahは,チベット語 phet卜paに対応する.これと同源
形式はアカ語にもビス語にもラフ語にもそのほかの言葉にも見出し得ない｡
(5) "tobecold' リス語 gja-?ahは, チベ ット語形 hkhyags-paにもっとも近い｡しか
し,それと同源形式は,ほかの言葉にも保存されていて,Akha語の j0-gaga,LahuShik良一




(6) "towear"Lisugtlh-?ahは Tib.bgo～baにもっとも近い｡ビルマ ･ロロ共通形式と
して,"towear"には *waト と *dum一の2形式を設定できる｡Maru,Lashi,Bur.は waト
に,Akha,Bisu,Lahuは dum-に対応する｡ リス語は "股を着る"ときには gtlh-?ahを使
うが,"鞍(わらじ)をは ぐ'ときは "toputonthesandals'tshulh/邑id由h-?ah というOこ
の d(bh-?ahは Akha,Bisu,Lahuの dum一に対応する規則形式であるoリス語は対象によっ
て "toputOn"を分割して,"脂"には,チベット語と同源の gdh-?ahを使い,"杜"に限っ
て,ロ口語系の dum を保存したことになる｡
"towear" Bur. Maru Lashi Akha Bisu Lahu Lisu Tib.
*wat- wat-se ve woe 〉く :く × X X
*dum- >て ＼/ ン( dril t也m-qE dもh-ved(主h-?ah :く
*go- 〉't )二 ′ ､ )く X X ghh-?ah bgo-ba
(7) "tobeeasy"Lisusah-?ahは,マル語,ラシ語,ビルマ語,ロ口語の 1way-seには
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Proto-Burmese Proto-Bisu-Akha Proto-Lisu-Lahu Proto-Lolo
I I I I
BUT.Marl1LashiAtsi AkhaBisuPhunoi Lisu Lahu NyiAhiNosu Han主









は四つの人きいグループから出来ているとしたい｡ しかし,正 直 にいって,私はいまのところ,
を経て,さらに検討しなければならないであろう｡
体系だった ProtoLolO-Burmese形式の誼L定は,まだ時期尚早であると思 うO実際の意 味で




一一Lahu諸語 (2.4とも闇通しながら), (4)Burmese一一Lisu(2,3とも闇適しながら), (5)
Burmese一一Lolo諸譜の各 subgroupの比較研究をステップごとに追っていくのが先決の重要
な仕事であると考えている｡ 拙稿 ｢ビス語の系統｣および ｢ビス譜の系統(紘)｣は,このうち
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? ?? ?? ?
前石 後舌 a 南平調
張唇 日展 脹層 冊唇 a lt]平調少し上昇する
･'L･l] 1 tl a u a 少し上札 終りが降る (緊喉母音)
申 e ¢ /へ 0 え 中平調
低 記 a a 低平調
a? 聞鎖音で終る音節
この体系は筆者の体系とも,既発表のそのほかのリス語の記述 (｢リス語の研究｣pp.50-51)
とも異なっている｡その異動については別の機会に論じたい｡
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